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この新合成法の適用によって， dibenzo [b, f] thiepin, 3-benzothiepin, 5 種の縮環形式を持つ na­

































チエピンの 2 ，又は 7 位へのエトキシカルボニル基の導入により安定化され， 3一位への導入は不安定
化する。 (ii)チエピンに対する芳香環の縮環により安定化する。 (iii)チエピン二重結合の結合次数を低下
させるような縮環形式は大きな安定化。 ~V)チエピンの4 ， 5一位に対する縮環よりも 2.3-位に対する縮環
の安定化が大きい。これらの結果は，チエピンの脱硫黄反応の中間体がチアノルカラジエンであるこ
とを強く支持するものである。
以上，石原君は新しい合成手法を考案して熱的不安定なチエピン誘導体を巧みに合成しその熱的性
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質を解明したもので，複素環化学に対する貢献は大きく，理学博士の学位論文として十分価値あるも
のと認める。
-36 ー
